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つまり， これは人手による処理工程とEDP とい う機械による処理工程と
の違いを特長的に表わしたもので，これをさらに評論すると次のようになる。
「そしてこめような事態が生ずるのは，従来○いろいろな生産技術，事


















































3 会 計 情報 シ ステム と簿 記シ ステム
会計に 対 す る コン ピ ュ ータ のイン パ クトは， 情報理 論 の展開 に と もない，
会計 附報 シス テ ムの成立 を うな がした。 もちろ ん，企 業 活 動 め遂 行に関 連し
て発生 す る デ ータを総 合的 な 経営管 理 のために まと め上げ るMIS の問題 と
無関 係に会 計 膚報 シ ステ ムを 論ず る ことはで きない が ， と りあえ ず， ここで
は，MIS の一環 とし て の会計 盾報 システ ムない しはMIS の高度 的発展O
ため には会 計 盾報 シ ス テ ムの整 備が1 つめ条 件 とな るとい う理解 をして お き
たい 。
そ こ で，会 計 贋報 シ ス テ ムを 一 応次 の ように考 え て みたい。
つ ま り，企 業 に関 係す る内外 の利 害関 係者 の意思決 定 に こでは行動に影響
を与えるというように広く解する。） のた めに役 立ち うる よ うな 情報を 提供す べ
く， 会計 の諸概 念お よび 諸技術を 用い, コン ピ ュ ータ関 連諸 科学 の成果を 反
映させ ， 原始 デ ータを 情報 利用 者 の意図に沿 うべ く ま とめ 上汗 てし くシ ステ
ムが そ れであ る。
こ のシ ス テ ムの設定 さ れ る条件 としては 情報 シス テ ムア プp ーチが 強く反
映さ れ るこ とに な る球 ， と りわけ，（1）情報 要求 の確 認，（2）デ ータ源，（3）対応0
プ ロセ スとい う3 つ の要素 が重 要であ る。 ・ ・I
い い かえ れば ，会 計 情報 シ ステ ム設定 の主 体者は 意 思決 定者 にお け る情報
利用 の目的を 明確 に とらえ， 他 方におい て，企 業内 外 に発 生七 うるデ ータ源
を良 く把握 し， か くし て， 会 計諸 概念お よび 諸技 術， コン ピ ュ ータ技術， マ
ネジ メン ト ・サ イエン スな どの諸技 術を用 いて 情報 要求 とデ ータ の源泉を 対
応させ， そ こで デ ータを 情報 に変 換し てい くのであ る。
こ の場 合， 情報 要 求は 各 種利 害関 係者 あ るし は経 営 者階 層に 応じ てそれ ぞ
れ異な って こ ようし ， デ ータ も取 引 の発 生におけ る時点 ， 場 所，当 事者な ど
























あ る。 一 方, （2)は 勘 定 学 説 と結 び つ き， 複式 簿 記 に お け る中 心 的 な 計 算 ・記





































































サ ブシ ステ ムとし て の複式 簿記 の シ ステ ムを問 題 に.す る
ここ ではそ の
に影 響 を 与 え
た結果， 生じてきたと思われるもりに2 つの問題がある。1 つは多元 的 簿




































































































（1） 現 金￥50,000 で材 料3,000kg を 購 入する。
（2）300 時 間 の労 働 力を 購入し ， 現金 ＼75,000 を 支払 う。(3)
材料4,000kg, 労働 力200 時 間 噺費 消し ， さら に3 台 の機械 に関し1 年
間の サ ービスを 享受 して製 品5,000 個 をつ く り上げ た。
（4） 製品4,500 個 を売 り上げ,'上現 金 で ＼300,000 を受 け 入 れ た。 な お，販 売活
動に費 や さ れた とみ られ る労 働力は60 時 間であ る。
⑤ ご 般管 理的 業 務 のた め の労働 力は40 時 間であ る。
（6） 借 入金 の分 割払い は ＼50,000 であ り，現 金 で支払 う。
以上 の取 引 に もとづ いてstock 勘定 とflow 勘定 との関 係を 一覧 表に示




積 極 資 産
j ノT寸 泌乏 口口3 年 使
（kg ） （ 個 ） （ 台 ）
期 始 残 高
期中における
活動1.









































































6 行 列 簿 記 の モ デ ル
行 列 簿 記 （MatrixialBookkeeping ） は 数 学 上 の 行 列 な い し行 列 式 の考 え 方
を 簿 記 の シ ス テ ムに 応 用 し た も の で あ る。 。．I

















仕訳：（借方） 現 金65,000 （貸方）商 品65,000




数字の2 は商品ale コード番号を意味し,1 は現金ale コード番号を示す























4） 製 品4,500 個， 現金売￥300,000, 販売 費 （給料） ＼15,0005
） 一 般管 理費 （給料） ￥10,0006
） 借 入金 返済 ＼50,OOO 現 金払 い
とな り， また， 期始 の貸借 対 照表 に関 す るデ ータは次 の ように 設定 さ れる。
資産
現金 ＼200,000
材料33,333 （16.66×2,000 個）‥…・なお 単価16.66 は
＼50,000 ÷3,000 個か ら求 める
製品66,667 （66.66 ×1,000個）… …なお 単価66.66 は





な お， 勘定科 目の コ ード番 号を一 応 次 の よ うに設 定し よ う。1
／ 現 金8. 減価 償却 費 十2.
材 料9. 製 造3.
製 品10. 売 上原 価4.
機 械11. 売。上5.
借 入金12. 販売費6.
資本 金13. 一 般管 理費7.
賃金 給 料14. 損 益





）F （7,9 ）＝50,000 … …製造 のた め費 や された 労働分F
（4,8 ）＝6,000 … …機械 減価 償却 費計上F
（8,9 ）＝6,000 … …同上 製造ale へ振替 犬F
（2,9 ）＝66,667 … …材料 消費 分F
（9,3 ）＝122,667 … …製造a/c より製 品ale へ振替F







































































































































































































































































































































































































こ の 場 合 ， 勘 定 組 織 論 的 に い え ば ， 勘 定 記 号 の問 題 が コソ ピ
レ ー シ ョン に あ た っ て も重 要 で あ る。=I21
）
ケ ム ニ ー達 は ， 次 の よ うな 勘 定 記 号 の 設定 を し て い る。
貸 借 対 照 表 勘 定1,2 … … ゐ
損 益 勘 定k ＋1
収 益 勘 定ik ＋2 … … み
費 用 勘 定 万h ＋1 … …/22
）
引 出 金 勘 定 ／＋1 … …n
ユ ー タ ・ オ ペ










-- 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
（出所）Kemenyandothers.FiniteMathematicswithBusinessApplications,1962,



























を 意 味 す る
○ ’ ・
次 い で ， 当 該 期 間 に お け る 各 種 勘 定 の 借 方 合 計 お よ び 貸 方 合 計 を そ れ ぞ れ
求 め る た め にA,) ）n とC^ … … ，^ 、 と を 設 定 す る 。 そ し て ， 貸 借 対 照
表 関 係 の 勘 定 は 前 期 よ り の 繰 越 分 か あ る の で ， 当 期 阻 の 変 動 分 と 合 算 さ れ る
の で あ るレ こ の 間 の オ ペ レ ー シ ョ ン を フp ー ・ ダ イ ア グ ラ ム に し た の が 第1
図 で あ る 。
モ こ で ぱ ， ま ず ， 第1 の ル ー プ に よ っ て 個 々 の 取 引 けy … …Z よ） の 合 計 を
貸 方 別 ， 借 方 別 （ 行 肌 列 別 ） に 求 め ， 第2 の ル ー プ に よ っ て 前 期 の 貸 借 対
照 表 残 高 に こ れ ら を 加 え て い く （ な お ， こ こ 七 ， αい よ取 引 金 額 ，Ci は 貸 記 さ れ る
べ き 勘 定 番 号 ， め は 借 記 さ れ る べ き 勘 定 番 号 を そ れ ぞ れ 表 わ し てト る ）。
当 期 間 の 取 引 が 集 計 さ れ ， 前 期 よ り の 繰 越 分 と の 合 算 が 済 め ば 決 算 手 続 を
経 て 財 務 諸 表 が 作 成 さ れ ね ば な ら な い 。 そ こ で ， 決 算 整 理 関 係 な ど の 問 題 を
省 略 し て ， 損 益 計 算 書 と 貸 借 対 照 表 を 作 成 す る プ1= セ ス を 流 れ 図 で 示 せ ば 第2
図 と 第3 図 に な る 。
ま ず 第2 図 の 損 益 計 算 書 作 成 の フp ー ・ ダ イ ア グ ラ ム で は ， 第1 の ル ー プ
に よ っ て コ ー ド 番 号k ＋2 … …h ま で の 収 益 勘 定 を 集 計 し ， 第2 の ル ー プ に
よ っ て コ ー ド 番 号h ＋1 … …/ ま で の 費 用 勘 定 を 集 計 し ， つ い で 第3 の ル ー






さて， 第3 図の貸借対照表の作成に関するフロ―・ダイアグラ ムで は，1.2,
……力までの貸借対照表関係に関する勘定について貸方合計（c ）
から借方合計（pi）を引いてそれが0 よりも大であれば，その勘定は貸方残
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） 「ヒ ューダリ（Hiigli,F.）お よびシ ェア（Schar,J.F・）のとなえた物的＝勘定
系統説にしたがえば，企業に所属するあらゆる財産には，プラスの性質を有する
ものすなわち積極財産（Aktiven ）一 資産- と，マイナスの性質を有するもの





























22）withdrawalaccounts を一応，引出金とい う言葉をあてておいたが， コーラ
ーの辞典では次のような説明をしている。
「所有者ないしは株主に支払われた現金または財産であるが，これは㈱配当な
いしは他の利益処分（所有主勘定または利益剰余金〔留保利益〕ヘチャージされ
るとして，もしくは，（b）払込資本の減少（たとえば，株主の再買ないしは清算配
当）として報告（accountedfor ） される。もし，株式の取得をともなわなけれ
ば，株主による無制限な会社資金の引き上げは，一般的には会社の留保利益の分
配 とみなされ，また，留保利益が無くなってしまった場合にはもっぱら払込資本
の返還と考えられる。」
（EricL.Kohler ，ADictionaryforAccountants,2nded ・，1957,p.513.)
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